
＜事例研修の進め方（案）＞ 
                                    事務局：佐伯 
■組織／体制           

＜バイオサポーターズ三会協議会＞ 
日本公認会計士協会近畿会／日本弁理士会近畿支部／大阪弁護士会 

 

 

 

＜事務局＞ 
日本公認会計士協会近畿会（佐伯／

松本／松岡） 
弁理士会（安東）、弁護士会（野村）

  
＜アドバイザー＞ 
近畿経済産業局ﾊﾞｲｵｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ振興室（大平）

近畿ﾊﾞｲｵｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ振興会議（遠山） 

 

  
日本公認会計士協会近畿会 
担当副会長（佐伯） 
経営委員会（松尾） 

 日本弁理士会近畿支部 
担当副支部長（柴田） 
バイオサポート委員会（神谷）

 大阪弁護士会 
担当副会長（竹岡） 
業務改革委員会（津田）

■事例研修チーム編成                  
事務局 

（佐伯／松本／松岡） 
  
  

＜チーム１＞ 
チームリーダー（会計士） 

   ＜チーム２＞ 
チームリーダー（弁理士）

 
 

   ＜チーム３＞ 
チームリーダー（弁護士）

サブリーダー①（弁理士） 
サブリーダー②（弁護士） 

サブリーダー①（弁護士）

サブリーダー②（会計士）

 
 

サブリーダー①（会計士）

サブリーダー②（弁理士）

構成員 
会計士／弁理士／弁護士 

 
 
 

構成員 
会計士／弁理士／弁護士 

 構成員 
会計士／弁理士／弁護士 

■スケジュール 
・キックオフ ・・・・・・・・５月２２日（土） 
・中間報告会（全体会議）・・・未定 
・クロージング（発表会）・・・９月 ４日（土） 
■作業 
・各チーム独自で作業日程・ミーティング場所・ツール（ＦＡＸ／メール）等を決定。 
・発生する問題（調査費用等）は事務局が各三会担当責任者と調整。 
■成果物 
・報告書の項目（参考：産業基盤整備基金 HP） 
 １．事業名 
 ２．事業の特徴／概要（新規性・競合性・市場性・成長性） 
 ３．製造の実現性 
 ４．販売の具現性 
・アライアンス依頼、投資依頼等の具体的プレゼンテーションを想定する。 
・最終的に何年後にどうするかを、具体的な数値、金額に置きなおし、その前提及び合理的根拠

を示す。 
                                        以上 


